
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 安心して住み続けられる地域再生事業 2 ●

02 地域コミュニティ支援事業 1 ●

03 町民活動創出支援事業 1 ●

04 住宅ストック管理流通活用事業 1 ●

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： 地域コミュニティの醸成支援 の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

２次評価

説明

　町の少子高齢化を代表する一色小学校において取り組まれている地域コミュニティ再生で
は、空家対策、移動支援等、町全体の課題を先取りした新たな研究が始まっている。
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達成状況に関する分析

　アンケート対象者が異なるため比較は困難だが、地域コミュニティ再生のための取組みが
全町的に認知されてきたとは言えないので、引き続き、情報発信と他地区への展開を考える
必要がある。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

施策主管部長 政策担当部長

重要業績評価指標
（KPI）について

地域コミュニティに対する町民の評価（加重平均）

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト

実施計画事業

平成30年度の
取り組み

成　果

・一色小学校区地域再生協議会の活動は、地域の人と人とのつながりを深めた。
・各種リフォーム補助事業を統合し「住宅リフォーム等助成事業」とした。

課　題

①住宅リフォーム等助成事業は令和元年度で終了する。

改善点（課題番号に対応）

①今後のあり方を検討していく。

二宮町総合戦略評価シート（30年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

地域コミュニティの醸成支援

プロジェクト担当課長 地域政策課長
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外部評価　（二宮町政策評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

事業効果について

　施策「地域コミュニティの醸成支援」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始前よ
り前進しているがKPI達成状況などは芳しくないため、施策の一部改善を含め、さらに力強く
推進する必要がある。
　一色小学校区地域再生協議会の活動は、広報面も含めすばらしい活動だと思われる。ただ
し、このような取り組みが全町的に広まらないため、地方創生としての効果が限定的と言わ
ざるを得ない。
　町全体として、地域コミュニティの醸成支援の取り組みが町民にあまり知られていないこ
とからも、町民に対する積極的な情報提供とともに、一色小学校区地域再生協議会の取り組
みなど、地域活動に有効となる先進事例の紹介など、地域活動の活性化に資する取り組みの
更なる推進が必要である。

各プロジェクトの
今後の方針 ○みんなで地域コミュニティ再生・活性化プロジェクト

・各種リフォーム補助事業を統合した「住宅リフォーム等助成事業」について、定住支援策
等も含め、今後のあり方について検討する。
・取り組みを浸透させ、活動の効果が町全体に波及するように、地域活動に有効となる先進
事例の紹介などを含め、積極的な情報提供を行う。
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